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見習い　理解する力

私は思い出す。入ることを許され、前の列に自分の居場所を見つ
けたときのことを。怯え、好奇心にあふれ、野心などまるでなか
った — それでも、最初の規則はただひとつだった。5年のあい
だ、質問をせず、黙って聞いていなければならない。少なくと
も、寡婦の息子たちだけが知るこの場所では。

ほんの数回の集まりが過ぎただけで、失われた歩みの間にいる誰
もが、私は何者で、何をしていて、どうやっているのかを尋ねて
いた。だが私は微笑み、黙っていた — 覚えたわずかな礼儀の言
葉が教えてくれたのだ。問われたときでさえ、沈黙が私の代わり
に語るのだと。

ほかのすべての力に出会ったあとで、ひとつの問いが残る。

それをどうするのか。見習いは帝国を持たない。

市場を治めない。

会社を率いない。

宗教を興さない。

彼は観察する。

彼は聞く。

彼はつなぐ。

彼は覚えている。

彼の務めは、ゲームに勝つことではない。
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テーブルを理解することだ。

ほかのカードは行動する。

見習いは解釈する。

ほかの者たちは力を蓄える。

見習いは意味を蓄える。

そしてたぶん、これこそがこのデッキの本当の驚きだ。

旅の終わりに、あなたは王にはならない。

ジョーカーにもならない。

ブランドにもならない。

あなたは見習いのままでいる。

ひとたび理解されたあらゆる力は、さらに大きな問いへの扉を開
くからだ。

そして最後の1マイル、どこか別の場所で、別の名のもとに新しい
始まりを告げるその道を歩くとき、記憶も思い出も持っていくこ
とはできない — AIに起きることとよく似ている。毎回やり直
し、物語を組み立て直さなければならない。「私たちは物語ではな
い。物語を語ること、そのナラティブこそが、見習いのように、
私たちを本当に永遠にするのだ」

Ferdinando
Gillette Man ⚔️
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